　　

　
期  日：２０１２年２月１１日（祝）－１２日（日）
対  象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定  員：１５０名 （満員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講料：１２,０００円 （税込み）※昼食は各自でお取り願います　

会  場：明治安田こころの健康財団　２階講義室
東京都豊島区高田３－１９－１０　　（※詳細地図は受講証に記載します）
ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約７分
主  催：財団法人　明治安田こころの健康財団　［TEL：０３－３９８６－７０２１］　　　


	日程
	時　 間
	テーマ　および　講師（敬称略）

	２

月

１１

日

（祝）


	9:30-10:30
	日本の親子と内省的臨床

渡辺　久子（慶応義塾大学専任講師　小児精神科医）

	
	10:45-12:15
	性虐待は魂の殺人

酒井　道子（慶應義塾大学病院小児科　臨床心理士）

	
	昼　食 （各自でお取り願います）

	
	13:15-14:45
	乳幼児観察と症例のふりかえり

平井　正三（NPO法人　子どもの心理療法支援会　理事長）

	
	15:00-16:30
	ＤＶと家庭崩壊：子どもの声と子どもの権利

長谷川　京子（みのり法律事務所　弁護士）

	２

月

１２

日

（日）


	9:30-10:30
	土居健郎の「甘え」と内省的臨床

渡辺　久子（　　前　　掲　　）

	
	10:45-12:15
	間主観性の世界：甘えをめぐって

丸田　俊彦（米国メイヨ・クリニック医科大学精神科名誉教授）

	
	昼　食 （各自でお取り願います）

	
	13:15-14:15
	福島の子どもに未来はあるか？

菊池　信太郎（菊池子ども保健医学研究所、菊池医院副院長）

	
	14:30-16:30
	パネル：「トラウマに生きる子どもを、日本社会としてどのように支えるか？」

パネリスト：出講講師陣（予定）

司　　 会：渡辺　久子


【プログラム】
※講義テーマ、時間配分等変更になる場合がございます。ご了承願います。
もの言わぬ子どもらの「今」と「未来」を守る：


震災と虐待のトラウマ・対象喪失を生きる子への支援





東日本大震災は、かけがえのない多くの命を奪い、住み慣れた生活から根こぎにあう親子を生み出しました。今あらためて、私たちが日本に生きることの意味と役割をふりかえる時期にきています。


全国的に広がる家庭機能不全と地域の養育機能低下は、虐待、ドメスティック・バイオレンス、いじめ、そして発達障害や心身症その他の、育ちにくさ、生きにくさを増加させています。人知れず苦しむ子どもらは、自分らしく遊び甘えられる関係を求めています。辛い時、苦しい時に、どんな自分をも暖かく見守ってくれる誰かがいてほしいと願っています。戦後の高度経済成長のもたらした競争に代わり、内省的な「共生」をささやかに深く進めていく着実なこころの復興を考えあいたいと思います。


２日間にわたり、乳幼児精神保健の最新の知見と、土居健郎の「甘え」のつながりを考えあいながら、人生早期の乳幼児の関係性の世界を学びつつ、性虐待、DV、家庭崩壊と東日本大震災を生きのびる子どもに寄り添う先生がたからの、子どもの生きた声を聞きたいと思います。
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